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区分 農 場 認証年月日 認証機関

採卵鶏 株式会社 中条たまご 2018.2.14 エス・エム・シー株式会社

有限会社 藤原養鶏 2019.7.3 エス・エム・シー株式会社

農事組合法人 秋田中央種鶏場 2021.2.24 公益社団法人中央畜産会

農事組合法人 樽見内耕新農場 2020.12.4 エス・エム・シー株式会社

有限会社 エッグライフ農場 2022.12.16 エス・エム・シー株式会社

養 豚 ファームランド 2013.5.31 エス・エム・シー株式会社

十和田湖高原ファーム 2013.5.31 エス・エム・シー株式会社

ポークランド 2013.5.31 エス・エム・シー株式会社

バイオランド 2017.5.2 エス・エム・シー株式会社

株式会社 シムコ大館GGPセンター 2017.10.31 公益社団法人中央畜産会

秋田県内における認証状況

秋田県合計 10農場 （全体の2％）



東北地区の認証状況

区   分 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県
乳用牛 1 1
肉用牛 2 2 5 14
養豚 11 5 5 5 1 2
採卵鶏 2 3 3 5 4 3

合    計 15 13(肉用鶏２） 13 10 22(肉用鶏２） 5

東北地区合計 65農場（全体の14.2％）
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いっぽうで

認証後辞退する農場が出てきている

９０農場
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農場HACCP推進農場指定取得までの流れ

・飼養衛生管理チェックリストの作成
・獣医師によるチェックリストの確認
・農場指導員研修受講者の関与

・中央畜産会のHP
にて農場名を公表

中央畜産会のみ
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農場HACCP認証取得までの流れ
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・認証機関が維持審査
により履行状況を確認

・家保等によるモデル地域における
HACCP方式の普及、定着（衛生検査
、農場指導等）

・認証機関、認証協議
会
のHPにて農場名を公表

・衛生管理の方法や頻
度
、記録の方法を定めた
マニュアルの作成
・内部検証の実施

農場指導員が指導

審査費用
初回・維持審査・更新
（法人）29万+旅費
(個人)19万+旅費



2016年1月よりスタート

① 1月21日 農場HACCPについて
② 2月25日 HACCPチームの編成 経営者のコミットメント
③ 3月22日 意図する用途の確認 フローダイヤグラム作成
④ 4月20日 フローダイヤグラムの現場確認
⑤ 5月19日 〃
⑥ 6月23日 作業分析シート作成
⑦ 7月19日 作業分析シート作成 作業マニアル作成 チェックシ

ート 作成
(兼AJ新入研修)

8月3日～5日 中央畜産会主催 農場HACCP指導員研修 3名参加(仙台会場)
⑧ 8月23日 作業分析シート作成 作業マニアル作成 チェックシ

ート 作成

A農場の農場HACCP構築例



2017年10月文章作成完了

2017年11月作成文章確認チェック

2017年12月再確認後書類審へ

2018年1月31日現地審査

《現地審査の流れ》

初回会議

面接・ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ(経営者・HACCPﾁｰﾑ) 現場確認

審査纏め会議

最終会議
(審査講評・農場からの質疑応答)



◆HACCP文書の「作業工程」等に関して、実際に作業した従業員から積極的に意
見 が出るようになり、その都度文書の修正を行い、文書の精度が高くなってき
た。

◆数字（鶏舎及び鶏に関する各種数値）に関しても、少しずつではあるが、関心
を持つようになった。

◆HACCP勉強中及び取得後に入社した新入社員は、衛生面に関してHACCPで確立
されているため、マニュアル通りにきっちり作業してくれる。衛生に関する意識
が高い。

A農場の農場HACCP認証取得後の変化



１．農場が発展する仕組みを理解し、実感すること
⇒農場で困っている課題・問題を飼養衛生マネジメントシステムを活用して解決させること
⇒作業の標準化が重要であることの認識

２．農場内の課題・問題を認識すること
⇒農場に課題・問題が無いことはない ： 課題・問題を認識しないだけ
⇒課題・問題は悪いとの意識を、課題・問題は「改善の種」「発展の宝」との意識風土に醸成

３．情報を共有化すること
・法規制、農場の規定
・感染の三大要因
・感染と発症
・安全な畜産物は健康な家畜・家禽から生産される
・飼養衛生マネジメントシステムの運用で、より安全な畜産物の生産と経済効果の向上につなげる

４．従業員（HACCPチーム員）の意見を十分に聞くこと
・従事者の知恵やアイデアを畜産現場で生かす
・課題・問題（「改善の種」「発展の宝」）が無いと、知恵やアイデアは生まれてこない
・課題・問題に真正面から取り組むことが、教育・訓練の実践になる
・自分の仕事に誇りを持てる

「農場HACCP」構築段階におけるポイント



農場においてHACCPを導入する際の問題
• 農場HACCPに関する認識

農場HACCPと食品HACCPの違い
• 日々行っている実際の作業の体系化と文書化
• 作業体系のチェック
• 記録
• 逸脱した時の対応・・・・・etc
• 何よりも面倒くさい

日々の作業が煩雑化
導入のメリットよりも難しさ
認証までの作業と時間
費用



実態
• 農場HACCPに近い管理形態が実際は行われている

農場外防疫
安全な素畜の選択と導入
外部との遮断
導入物品の消毒体制

バイオセキュリティの強化等
農場内防疫

オールイン・オールアウト
専任の担当者
畜舎の洗浄と消毒の徹底と乾燥
疾病コントロール

－ワクチネーション
－投薬

• 農場で実際に行われていることがマニュアル化されていない



飼養衛生管理基準の遵守(鶏その他家きん）
（令和3年9月24日公布）

１ 家きんの所有者の責務
⇒衛生管理方針

２ 家畜防疫に関する最新情報の把握及び衛生管理の実践
⇒コミュニケーション規定、外部・内部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ記録

３ 飼養衛生管理マニュアルの作成及び従事者等への周知徹底
⇒飼養衛生管理マニュアル、外部・内部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ記録

４ 記録の作成及び保管
⇒外来者入場記録、大雛の導入記録、廃鶏出荷記録、管理日報、外部・内部ｺﾐｭﾆｹ
ｰｼｮﾝ記録

５ 大規模所有者が講ずる措置
⇒特定事項への備え、緊急連絡先名簿、HACCPﾁｰﾑ役割分担表、対応計画

６ 獣医師等の健康管理指導
⇒管理獣医師契約書



飼養衛生管理基準の遵守(鶏その他家きん）
（令和3年9月24日公布）

７ 衛生管理区域の設定
⇒衛生管理区域

８ 埋却等に備えた措置
⇒対応計画書

９ 愛玩動物の飼育禁止
⇒飼養衛生管理マニュアル

１０ 密飼いの防止
⇒アニマルウェルフェアの考え方に対応した飼養、衛生
管理指針及びチェックリスト



飼養衛生管理基準の遵守(鶏その他家きん）
（令和3年9月24日公布）

１１ 衛生管理区域への必要のない者の立ち入りの制限
⇒立入禁止の看板の設置、外来者入場記録

１２ 他の畜産関係施設等に立ち入った者等が衛生管理区域に立ち入る際の措置
⇒従業員の衛生的行動、外来者の衛生的行動、外来者入場記録、入退場
管理マニュアル、飼養衛生管理マニュアル

１３ 衛生管理区域に立ち入る者の手指消毒
⇒従業員の衛生的行動、外来者の衛生的行動、外来者入場記録、入退場
管理マニュアル、飼養衛生管理マニュアル

１４ 衛生管理区域専用の衣服及び靴の設置並びに使用
⇒従業員の衛生的行動、外来者の衛生的行動、外来者入場記録、入退場
管理マニュアル、飼養衛生管理マニュアル



１５ 衛生管理区域に立ち入る車両の消毒
⇒外来者の衛生的行動、車両動線図、外来者入場記録、入退場管理マ
ニュアル、衛生管理マニュアル

１６ 他の畜産関係施設等で使用した物品を衛生管理区域に持ち込む際の措置
⇒従業員の衛生的行動、外来者の衛生的行動、外来者入場記録、入退場管
理マニュアル、飼養衛生管理マニュアル

１７ 海外で使用した衣服等を衛生管理区域に持ち込む際の措置
⇒外来者の衛生的行動、外来者入場記録、飼養衛生管理マニュアル

１８ 飲用水の給与
⇒水質検査

飼養衛生管理基準の遵守(鶏その他家きん）
（令和3年9月24日公布）



飼養衛生管理基準の遵守(鶏その他家きん）
（令和3年9月24日公布）

１９ 家きんを導入する際の健康観察等
⇒大雛の導入記録

２０ 家きん舎に立ち入る者の手指消毒等
⇒従業員の衛生的行動、外来者の衛生的行動、外来者入場記録、入退場管
理マニュアル、飼養衛生管理マニュアル

２１ 家きん舎ごとの専用の靴の設置及び使用
⇒従業員の衛生的行動、外来者の衛生的行動、外来者入場記録、入退場管
理マニュアル、飼養衛生管理マニュアル

２２ 器具の定期的な清掃又は消毒等
⇒鶏舎内管理

２３ 家きん舎外での病原体による汚染防止
⇒⇒従業員の衛生的行動、外来者の衛生的行動、飼養衛生管理マニュアル



飼養衛生管理基準の遵守(鶏その他家きん）
（令和3年9月24日公布）

２４ 野生動物の侵入防止のためのネット等の設置、点検及び修繕
⇒衛生管理マニュアル

２５ 給餌設備、給水設備等への野生動物の排せつ物等の混入の防止
⇒鶏舎内管理、ネズミ駆除

２６ ねずみ及び害虫の駆除
⇒ネズミ駆除

２７ 衛生管理区域内の整理整頓及び消毒
⇒鶏舎外の環境整備・害獣・害虫侵入防止策

２８ 家きん舎等施設の清掃及び消毒
⇒空舎後の鶏舎水洗・消毒、鶏舎内管理

２９ 毎日の健康観察
⇒鶏舎内管理



飼養衛生管理基準の遵守(鶏その他家きん）
（令和3年9月24日公布）

３０ 衛生管理区域から退出する者の手指消毒等
⇒従業員の衛生的行動、外来者の衛生的行動、入退場管理マニュアル、衛生管理マニュアル

３１ 衛生管理区域から退出する車両の消毒
⇒外来者の衛生的行動、車両動線図、外来者入場記録、入退場管理マニュアル、飼養衛生管
理マニュアル

３２ 衛生管理区域から搬出する物品の消毒等
⇒従業員の衛生的行動、入退場管理マニュアル、

３３ 家きんの出荷又は移動時の健康観察
⇒廃鶏出荷

３４ 特定症状が確認された場合の早期通報並びに出荷及び移動の停止
⇒特定事項への備え

３５ 特定症状以外の異常が確認された場合の出荷及び移動の停止
⇒特定事項への備え



STEP１ 農場HACCP導入前

「農場に農場HACCPを理解してもらう」

• 農場へ農場HACCP説明
• 経営者コミットメント
• 農場HACCPチーム編成

（地域や生産者グループ・部外者でも可）



STEP１ ポイント
• 経営者コミットメントが最も重要

最優先されるべきは
 通常業務（鶏の飼育）であるため経営者の理解は必須。

• GPPから作成しない
GPPは終わりがないものなので，ここから文書化していくと
進まない。GPPは文書化されなくとも既に農場ルールとして
存在している。

• 走りながら考える
短期のゴールを設定していき，進捗状況によってゴールを
変更していく。
（例）製品はまずたまご，その後，廃鶏を加える。



STEP２ 農場HACCP構築

「農場HACCPチームが主体となり構築する」
（獣医師は単なるサポート役）

• 農場HACCP文書作成のサポート
• 農場HACCPチーム教育



STEP２ ポイント
• HACCPチーム，農場スタッフが主体
・HACCPは農場が主体とならなければ実現不可能。
（モニタリングや農場検証など常に監視する必要があるため）

・文書作成はHACCPチームが主体。
（システムを理解をするためにシステム構築から携わる。
加えて改訂を繰り返すため，構築方法を理解する必要がある）

・チーム教育が重要課題。



STEP３ 外部検証

「外部検証により， HACCPが
正常に運営され，危害が制御されているかを
検証する」

• 第三者機関？による外部検証



STEP３ ポイント
• 農場検証はチームの理解力を検証

外部検証の検証項目は多岐に渡るが，
チームによる農場検証が正しくでき，
問題点の発見，問題点の解決方法が
適切であるかを検証することが最も重要
（農場検証がしっかりと出来れば，
危害の増大を大きく防ぐことができるため）



最終ポイント
• 単に生産しているのでなく
食品を生産している事強く認識する

①飼養管理基準に基づいた衛生管理
GPP：適正生産規範

②生産物の安全性を科学的に示す



構築での重要ポイント

規格要求事項をよく読み解く必要性
作成した文書・記録の整理(ナンバリング)
実際農場に役に立つ文書作り
構築自体も教育・訓練
組織が大きい場合は、HACCPチーム以外の従事者の
係わりに工夫
外部専門家の参加の有効性
改善の意識のモチベーション
経営者の意識がすべての要



農場HACCPの普及と課題
• 食品を取り扱っているという認識
• 農場衛生と食品衛生の認識の違い
• 農場⇒屠畜場⇒流通⇒小売⇒消費者という農場から食卓までの
認識（豚の場合）

• 各部門の分断化（縦割り行政）
• 法的規制がない
• メリットよりも煩雑さ
• 導入のための人材の育成
• 獣医師の関与



農場HACCPに対して
• 基準が明確なので、時間をかければ必ず成立する。
• 生産過程における認証なので、販売に対する効果は少ない。
• 生産性の向上に直接的には寄与しない。
• 販売先と連動した規格であれば、なお意味合いがでる。



おわりに
認証制度はやらせの世界（？）

⇓
農場は、「やらさられ」からの脱却を図る

⇧
・認証規格の真の意味するところを理解すること
・望む農場の姿を思い浮かべ、認証規格を道標に、
一つ一つ形にしていくこと



ＡＲＫ Ｖｅｔｒｉｎａｒｙ Ｓｅｒｖｉｃｅ，Ｌｔｄ．

ご質問はありますか？

ご清聴ありがとうございました

農場HACCP構築のご相談承ります

℡ 0182-24-2863
携帯 090-8924-7992

E-mail avs@rnac.ne.jp

mailto:avs@rnac.ne.jp
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